
令和６年度第２回刈谷市青少年問題協議会議事録 

日 時 令和７年２月５日（水）午前９時５５分～午前１１時２２分 

場 所 刈谷市役所 １階 １０１会議室 

出席者 

委員    １５名 

オブザーバー １名 

事務局    ４名 

欠席者 委員     ２名 

【開会】 

 

１ 議題 

（１）青少年の健全育成に関する取組状況等について 

資料に沿って各団体から取組状況の説明を行う。 

  【主な質疑等】 

・トヨタ紡織さんのＭａａＳプロジェクトについて少し詳しくご紹介いただき

たい。 

→詳しいところまでは把握していないが、刈谷市から依頼を受けて、小学生を

半日程度受け入れて、当社の歴史未来館の見学や食育体験のようなことを

行ったと聞いている。 

（２）こども計画のアンケート項目について 

事務局から説明を行う。 

【主な質疑等】 

・アンケートの分析等は今後行われるということか。 

→こども計画の策定について審議を行う「子ども・子育て会議」において、こ

のアンケートの分析をもとに現在計画策定を進めている。今後、必要な政策

や目標等を定め、今年度中に市民にも周知される予定となっている。 

・子どもたちから意見聴取を行った結果をどのように反映させていくのか、フィ

ードバックしたのかを子どもたちに発信することも重要かなと思う。  

  →こども計画を策定する中で、パブリックコメントで子ども向けの計画案を

作成して小中学校に配布した。ここで自分の意見がこういうふうに反映さ

れたんだなといった自己有用感の向上を感じてもらえるとありがたいと考

えている。 

・このアンケートは毎年行われているのか。  

→５年ごとの計画策定時には毎回行われている。  

 ・前回のアンケートからどう変わっているのか、前回のアンケート結果と比較

ができるとよい。 

→このこども計画は、既存の子ども・子育て支援事業計画という子育てに特

化した計画を、こども大綱等の内容を踏まえて、内容を拡充して策定する

もので、子ども向けのアンケートは今回が初めてである。 

・このアンケートは今後も継続して実施されるものなのか。  

→毎年アンケートを取るといったことは考えていないが、市の方から小中学

校に出向いて授業形式で意見聴取を行うなど、子ども達がどういう考えを

持っているのか、来年度以降継続的に調査ができるよう調整を図っている。 

 

２ その他 

（１）市内における闇バイト問題に関する状況について 

刈谷警察署山田委員から説明 



【主な質疑等】 

 なし 

（２）不登校児童生徒に対する支援について 

   児童生徒愛護会葉山副会長から説明 

【主な質疑等】 

 ・不登校の児童生徒は何％ぐらいいるのか。 

→割合は分からないが、現在刈谷市の小中学校で 300 人ほどいる。不登校の定

義は「病気等の理由以外で年間 30 日以上欠席したもの」とされているが、

来たり来なかったりを繰り返して 30 日になってしまう子や、学校に行かな

くてもフリースクール等に居場所がある子もいて、そういった支援にもつな

がらず引きこもってしまい、学校側が全く接触できないといった子はわずか

と聞いている。 

 ・定期テストをタブレットで受けさせる対応は行っているか。  

→希望があれば、自宅からオンラインで授業を受けるといった対応は行って

いる。 

 （３）海外にルーツを持つ子どもの支援について  

    事務局から説明 

   【主な質疑等】 

    ・市では語学指導員というのを雇用し学校の要望に応じて巡回をしている。現在

タガログ語、英語が 3 人、中国語が 1 人、ベトナム語が 1 人いる。母語で悩み

相談を受けることもあり、教員と連携をとって対応している。愛知教育大学か

らも学生をボランティアとして派遣してもらっている。  

    ・今は高校受験もウェブ申込が主流となってきたが、海外ルーツの中学生の進学

時の支援は行っているか。 

→今は学校ごとで個別に対応している状況で、保護者に学校に来てもらってウ

ェブ申込の入力を一緒に行うといった支援をしている。  

 

【閉会】 

 


